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（
所
属
機
関
等
に
関
す
る
届
出
）

第
十
九
条
の
十
六

中
長
期
在
留
者
で
あ
つ
て
、次
の
各
号
に
掲
げ
る
在
留
資
格
を
も
つ
て
本
邦
に
在
留
す
る
者
は
、

当
該
各
号
に
掲
げ
る
在
留
資
格
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
事
由
が
生
じ
た
と
き
は
、
当
該
事
由
が
生

じ
た
日
か
ら
十
四
日
以
内
に
、
法
務
省
令
で
定
め
る
手
続
に
よ
り
、
法
務
大
臣
に
対
し
、
そ
の
旨
及
び
法
務
省
令

で
定
め
る
事
項
を
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

教
授
、
投
資
・
経
営
、
法
律
・
会
計
業
務
、
医
療
、
教
育
、
企
業
内
転
勤
、
技
能
実
習
、
留
学
又
は
研
修

当
該
在
留
資
格
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
別
表
第
一
の
下
欄
に
掲
げ
る
活
動
を
行
う
本
邦
の
公
私
の
機
関
の
名
称
若

し
く
は
所
在
地
の
変
更
若
し
く
は
そ
の
消
滅
又
は
当
該
機
関
か
ら
の
離
脱
若
し
く
は
移
籍

二

研
究
、
技
術
、
人
文
知
識
・
国
際
業
務
、
興
行
（
本
邦
の
公
私
の
機
関
と
の
契
約
に
基
づ
い
て
当
該
在
留
資

格
に
係
る
活
動
に
従
事
す
る
場
合
に
限
る
。）又
は
技
能

契
約
の
相
手
方
で
あ
る
本
邦
の
公
私
の
機
関
の
名
称

若
し
く
は
所
在
地
の
変
更
若
し
く
は
そ
の
消
滅
又
は
当
該
機
関
と
の
契
約
の
終
了
若
し
く
は
新
た
な
契
約
の
締

結
三

家
族
滞
在
（
配
偶
者
と
し
て
行
う
日
常
的
な
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
者
に
係
る
も
の
に
限
る
。）、
特
定

活
動
（
別
表
第
一
の
五
の
表
の
下
欄
ハ
に
掲
げ
る
配
偶
者
と
し
て
行
う
日
常
的
な
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

者
に
係
る
も
の
に
限
る
。）、
日
本
人
の
配
偶
者
等
（
日
本
人
の
配
偶
者
の
身
分
を
有
す
る
者
に
係
る
も
の
に
限

る
。）又
は
永
住
者
の
配
偶
者
等
（
永
住
者
の
在
留
資
格
を
も
つ
て
在
留
す
る
者
又
は
特
別
永
住
者
（
以
下
「
永

住
者
等
」
と
い
う
。）の
配
偶
者
の
身
分
を
有
す
る
者
に
係
る
も
の
に
限
る
。）
配
偶
者
と
の
離
婚
又
は
死
別

（
所
属
機
関
に
よ
る
届
出
）

第
十
九
条
の
十
七

別
表
第
一
の
在
留
資
格
を
も
つ
て
在
留
す
る
中
長
期
在
留
者
が
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
本
邦
の

公
私
の
機
関
そ
の
他
の
法
務
省
令
で
定
め
る
機
関
（
雇
用
対
策
法
（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
百
三
十
二
号
）
第
二

十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
業
主
を
除
く
。）は
、
法
務
省
令
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
法
務
大
臣
に
対
し
、
当
該
中
長
期
在
留
者
の
受
入
れ
の
開
始
及
び
終
了
そ
の
他
の
受
入
れ
の
状
況
に

関
す
る
事
項
を
届
け
出
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
中
長
期
在
留
者
に
関
す
る
情
報
の
継
続
的
な
把
握
）

第
十
九
条
の
十
八

法
務
大
臣
は
、
中
長
期
在
留
者
の
身
分
関
係
、
居
住
関
係
及
び
活
動
状
況
を
継
続
的
に
把
握
す

る
た
め
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
そ
の
他
の
法
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
取
得
し
た
中
長
期
在
留
者
の

氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
、
国
籍
の
属
す
る
国
、
住
居
地
、
所
属
機
関
そ
の
他
在
留
管
理
に
必
要
な
情
報
を
整
理

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

法
務
大
臣
は
、
前
項
に
規
定
す
る
情
報
を
正
確
か
つ
最
新
の
内
容
に
保
つ
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

法
務
大
臣
は
、
在
留
管
理
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
最
小
限
度
の
範
囲
を
超
え
て
、
第
一
項
に
規
定

す
る
情
報
を
取
得
し
、
又
は
保
有
し
て
は
な
ら
ず
、
当
該
情
報
の
取
扱
い
に
当
た
つ
て
は
、
個
人
の
権
利
利
益
の

保
護
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
事
実
の
調
査
）

第
十
九
条
の
十
九

法
務
大
臣
は
、中
長
期
在
留
者
に
関
す
る
情
報
の
継
続
的
な
把
握
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、

こ
の
款
の
規
定
に
よ
り
届
け
出
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
項
に
つ
い
て
、
そ
の
職
員
に
事
実
の
調
査
を
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
。

２

入
国
審
査
官
又
は
入
国
警
備
官
は
、
前
項
の
調
査
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
関
係
人
に
対
し
、
出
頭
を
求

め
、
質
問
を
し
、
又
は
文
書
の
提
示
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

法
務
大
臣
、
入
国
審
査
官
又
は
入
国
警
備
官
は
、
第
一
項
の
調
査
に
つ
い
て
、
公
務
所
又
は
公
私
の
団
体
に
照

会
し
て
必
要
な
事
項
の
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
五
条
第
一
項
中
「
除
き
、
第
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
再
入
国
の
許
可
を
受
け
て
出
国
す
る
外
国
人
を
含

む
」
を
「
除
く
」
に
改
め
る
。

第
二
十
六
条
第
三
項
中「（
数
次
再
入
国
の
許
可
を
含
む
。）」
を
削
り
、「
三
年
」
を
「
五
年
」
に
改
め
、
同
条
第
七

項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
六
項
中
「
数
次
再
入
国
」
を
「
再
入
国
」
に
改
め
、「
で
再
入
国
し
た
も
の
」
を
削

り
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
五
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
四
年
」
を
「
六
年
」
に
改

め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

法
務
大
臣
は
、
再
入
国
の
許
可
を
受
け
て
い
る
外
国
人
か
ら
、
第
二
十
条
第
二
項
又
は
第
二
十
一
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
る
申
請
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
相
当
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
外
国
人
が
第
二
十
条
第
五
項
の
規

定
に
よ
り
在
留
で
き
る
期
間
の
末
日
ま
で
、
当
該
許
可
の
有
効
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
章
第
三
節
中
第
二
十
六
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
み
な
し
再
入
国
許
可
）

第
二
十
六
条
の
二

本
邦
に
在
留
資
格
を
も
つ
て
在
留
す
る
外
国
人
（
第
十
九
条
の
三
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ

る
者
を
除
く
。）で
有
効
な
旅
券
（
第
六
十
一
条
の
二
の
十
二
第
一
項
に
規
定
す
る
難
民
旅
行
証
明
書
を
除
く
。）を

所
持
す
る
も
の
（
中
長
期
在
留
者
に
あ
つ
て
は
、
在
留
カ
ー
ド
を
所
持
す
る
も
の
に
限
る
。）が
、
法
務
省
令
で
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
入
国
審
査
官
に
対
し
、
再
び
入
国
す
る
意
図
を
表
明
し
て
出
国
す
る
と
き
は
、
前
条
第
一

項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
再
入
国
の
許
可
を
受
け
た
も
の
と
み
な
す
。
た
だ
し
、
出
入
国
の
公
正
な
管

理
の
た
め
再
入
国
の
許
可
を
要
す
る
者
と
し
て
法
務
省
令
で
定
め
る
も
の
に
該
当
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
外
国
人
が
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
再
入
国
の
許
可
の
有
効
期
間
は
、
前
条
第
三
項
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
出
国
の
日
か
ら
一
年
（
在
留
期
間
の
満
了
の
日
が
出
国
の
日
か
ら
一
年
を
経
過
す
る
日
前

に
到
来
す
る
場
合
に
は
、
在
留
期
間
の
満
了
ま
で
の
期
間
）
と
す
る
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
外
国
人
が
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
再
入
国
の
許
可
に
つ
い
て
は
、
前
条
第
五
項
の

規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

第
四
章
中
第
三
節
を
第
四
節
と
す
る
。

第
二
十
三
条
第
一
項
た
だ
し
書
中
「
外
国
人
登
録
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）
に
よ
る
外
国
人
登

録
証
明
書
」
を
「
次
項
の
規
定
に
よ
り
在
留
カ
ー
ド
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
を
同
条
第
四

項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
前
二
項
」
に
、「
同
項
」
を
「
こ
れ
ら
の
規
定
」
に
、「
又
は
許
可
書
」
を

「
、
許
可
書
又
は
在
留
カ
ー
ド
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

中
長
期
在
留
者
は
、
法
務
大
臣
が
交
付
し
、
又
は
市
町
村
の
長
が
返
還
す
る
在
留
カ
ー
ド
を
受
領
し
、
常
に
こ

れ
を
携
帯
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
三
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

５

十
六
歳
に
満
た
な
い
外
国
人
は
、
第
一
項
本
文
及
び
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
旅
券
等
を
携
帯
す
る
こ

と
を
要
し
な
い
。

第
二
十
四
条
第
二
号
の
三
中
「
第
二
十
二
条
の
四
第
六
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
四
第
七
項
」
に
改
め
、
同
条
第

三
号
中
「
又
は
第
一
節
」
の
下
に
「
、
第
二
節
」
を
加
え
、
同
条
第
三
号
の
四
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三
の
五

次
の
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
行
為
を
行
い
、
唆
し
、
又
は
こ
れ
を
助
け
た
者

イ

行
使
の
目
的
で
、
在
留
カ
ー
ド
若
し
く
は
日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を
離
脱
し
た
者

等
の
出
入
国
管
理
に
関
す
る
特
例
法
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
別
永
住
者
証
明
書
（
以
下
単
に
「
特
別

永
住
者
証
明
書
」
と
い
う
。）を
偽
造
し
、
若
し
く
は
変
造
し
、
又
は
偽
造
若
し
く
は
変
造
の
在
留
カ
ー
ド
若

し
く
は
特
別
永
住
者
証
明
書
を
提
供
し
、
収
受
し
、
若
し
く
は
所
持
す
る
こ
と
。

ロ

行
使
の
目
的
で
、
他
人
名
義
の
在
留
カ
ー
ド
若
し
く
は
特
別
永
住
者
証
明
書
を
提
供
し
、
収
受
し
、
若
し

く
は
所
持
し
、
又
は
自
己
名
義
の
在
留
カ
ー
ド
を
提
供
す
る
こ
と
。

ハ

偽
造
若
し
く
は
変
造
の
在
留
カ
ー
ド
若
し
く
は
特
別
永
住
者
証
明
書
又
は
他
人
名
義
の
在
留
カ
ー
ド
若
し

く
は
特
別
永
住
者
証
明
書
を
行
使
す
る
こ
と
。

ニ

在
留
カ
ー
ド
若
し
く
は
特
別
永
住
者
証
明
書
の
偽
造
又
は
変
造
の
用
に
供
す
る
目
的
で
、
器
械
又
は
原
料

を
準
備
す
る
こ
と
。

第
二
十
四
条
第
四
号
ロ
中「（
第
二
十
一
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」を
削
り
、「
期
間
を
含
む
」

の
下
に
「
。
第
二
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
」
を
加
え
る
。

第
二
十
四
条
第
四
号
ヘ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

ヘ

第
七
十
三
条
の
罪
に
よ
り
禁
錮こ

以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
者

第
二
十
四
条
第
四
号
の
三
中「（
東
京
都
の
特
別
区
の
存
す
る
区
域
及
び
地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第

一
項
の
指
定
都
市
に
あ
つ
て
は
、
区
）」を
削
り
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四
の
四

中
長
期
在
留
者
で
、
第
七
十
一
条
の
二
又
は
第
七
十
五
条
の
二
の
罪
に
よ
り
懲
役
に
処
せ
ら
れ
た
も
の

第
二
十
四
条
第
七
号
中
「
第
二
十
条
第
三
項
及
び
第
四
項
」
を
「
第
二
十
条
第
三
項
本
文
」
に
改
め
、「
及
び
第
三

項
」
を
削
る
。

第
二
十
四
条
の
三
第
二
号
中
「
第
三
号
の
四
」
を
「
第
三
号
の
五
」
に
改
め
る
。
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